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平成20年度薫風･満天フィールド交流塾活動メニュー(案)

(学生､教職員および塾が平成20年度に活動を希望しているメニュー)

ぃ
つ

活動メニュー 活動内容 活動の概要 提案元

自然一廉との交流

自然との触れあい

(外遊び)

山菜採り 季節毎の山菜とり体験と食に至るまでの体験 学生

釣り 河川､湖水､海釣り体験 学生

山歩き 山歩きによる自然とのふれあい 学生

天体観測 天体望遠鏡での宇宙観測 学生

雑草観察 雑草観察と利用 学生

いかだ いかだづくりと川くだり 学生

水路探索 ボーﾄによる河川等水路探索 学生

カヌー 手造りカヌーで河川･湖水の散策 学生

キャンプ キャンプ体験 学生

ロッククライミング ロッククライミング体験 学生
ロードバイクキャラバン ロードバイクで長距離ツーリング 学生

雪中散歩(スキー) クロスカントリー体験 学生

アイスキャンドル アイスキャンドルをつくり幻想的な体験 学生

農とのふれあい

堆厩肥作り 食物残澄を利用した堆厩肥つくり、堆厩肥からバイオエネルギー作り 学生

野菜･作物づくり 土作りから収穫､試食までの体験 学生

ラジコンヘリ ラジコン操縦技術の習得と農業への利用 学生

蜂蜜 養蜂と蜂蜜づくり体験 学生

ハープ園 多くの種類のハープづくり 学生

動物とのふれあい 各種動物の飼育とふれあい 学生

食品加工

乳製品 乳製品の製造体験 学生

発酵食品づくり どぶろ<･味噌･納豆･ヨーグルト等 学生

燐製 ベーコン、いぷりがっこ等の製造試食 学生

漬物 各種漬物の製造 学生

各種料理づくり 地産地消をメーンとしたレシピづくり、スローフード運動の理解 学生

ものづくり

村づくり 活動拠点･蛍生息地･ﾊｰﾌ'が-ﾃ'ﾝ等環境整備づくり 塾

日曜大工 木工､鉄工によるものづくり体験 塾

陶芸 七宝焼き等陶芸づくり 学生

ソーラーエネルギー利用 ソーラーカーづくり 学生

バイオェタノール バイオエタノール製造と利用 学生

人との交流

サークル活動

大学農業系･自然系サークルとの交流 県内･外の大学の自然系･農業系サークルと秋田県立大のサークルとの交流 塾

花壇作り 各地の観光総合案内所等に薫風･満天フィールド交流塾の花壇作り 塾
新聞づくり 新聞づくりによる塾活動の社会への発信 学生

テレピ局運営 ｷｬﾝﾊﾟｽﾃしﾋﾞ放送番組制作 学生

交流塾まつり 薫風･満天フィールド交流塾夏まつり 学外交流･バーベキュー･竿灯･釣り･カヌー･気球･その他いろいろ体験を提供 塾

交流塾まつﾘ 薫風･満天フィールド交流塾雷まつり 学外交流･雪中散歩･かまくら･雪合戦その他いろいろな体験提供 塾

社会との交流

農家との共同生活 地域農家との交流 生産現場で活躍している農業者との交流 塾
野外ライブ交流 一泊二日の野外交流 男鹿市の漁村で野外ライブ(和太鼓他)と学外交流 塾

郷土食体験

ﾊﾀﾊﾀ漁見学､ﾊﾀﾊﾀ鍋 ﾊﾀﾊﾀ漁現場見学､ﾊﾀﾊﾀ鍋の試食 塾

ﾊﾀﾊﾀ寿し製造 現場での加工技術習得､試食 塾

きりたんぽ鍋づくり きりたんぽづくりと試食 学生

郷土の文化､芸能体験

尺ハづくりと演奏 塩ビ管尺八手作り･演奏講座で学ぶ 教職員

ケラ作成交流 現場で作成体験･若者との交流 塾

ナマハゲ体験 男鹿の奇習ナマハゲ体験交流 塾



／

庶務

塾長補佐

士

(企画担当)

汗算・施設担当)

(広報担当)

(地域交流担当)

３．塾生の募集

１）活動開始時の募集（2007年11月）

　①ポスター、パンフレット等により、学内に周知を図る。

　②学科長会議等を通じて全学部の協力を要請し､講義等の機会に学生への周知を図る。

　③学生は、塾事務局に活動を希望する分野（自然・農との交流、人との交流、社会と

図１　薫風・満天フィールド交流塾運営チームの組織

塾推進員（評価担当）

塾推進員（募集担当）　　　　

ノ

塾推進員（サークル・大学間ネットワーク担当）

１

運営方針

　塾生（学生）

しなやか運営」

２．塾の構成

薫風･満天フィールド交流塾の運営方法(平成19年11月９日決定)

はもとより、交流塾に関わる教職員も生き生きと活動できる「ゆるやか・

を目指す。

１）塾生（学生、教職員）

２）塾運営チーム

　・塾長：交流塾の運営および塾活動の統括

　・副塾長（２名）：塾長への助言・塾長代理

　・塾長補佐（嘱託職員）：交流塾の管理運営、連絡調整および事業の実施支援

　・塾庶務（嘱託職員）：塾の事務・経理、連絡調整および事業の実施支援

　・塾推進員：担当分野‘1の企画と実施により塾の運営を担うとともに、活動メニュ

　　ーの実施を支援する。塾長、副塾長は塾推進員を兼務する。

　　（＊１）担当分野例：塾生募集、活動メニュー整備、施設整備、大学間ネットワーク

　　　　　　　　　　　　・学生フォーラム、地域交流・広報、評価システム、予算など。

※塾運営チーム会議を月に１回開催する。

　塾長

ノ

乙副塾長

≒

０１

入塾推進員

（例）塾推進員

　　　塾推進員

　　　塾推進員



　　の交流）および具体的な内容を所定の用紙に記入して申し込む。また、活動をとも

　　にしたい教職員がいる場合は、その氏名も合わせて知らせる。なお、募集に際して

　　塾生の義務ｏを明示する。

　　（＊２）塾生の義務：活動の記録・報告、塾生活動報告会および交流塾祭への参加。

　　　　　　　　　　　人間力向上に関する評価への協力。

　※今年度の活動期間は、原則として12月から３月とする（来年度以降の継続可）。

２）活動開始以降の募集（2008年1月～）

　①塾の概要活動内容を「交流塾テレビ局」等を通じ学生へ周知し、入塾を希望する学

　　生を募る。

　②学生は、既存の活動への参加を希望する場合は、その旨塾事務局に申し込む。

　③新規の活動を希望する場合は、上記１）の③に準ずる。

　④その他、具体的な活動希望が纏まっていない場合も、塾事務局で随時相談に応じる。

　※活動期間は、原則として４月～３月とする（次年度以降の継続可机

４．活動メニューの設定から実施まで

活動メニューは、おおよそ次のような過程で設定・実施する。

　①次の３つの方法により活動メニューを企画する。

　　Ａ．学生の要望

　　Ｂ．教職員の提案（教職員の趣味や特技に基づくものなど）

　　Ｃ．交流塾の企画（自然・農との交流、人との交流、社会との交流に繋がるもの）

　②活動メニュー毎に、内容、予算等の素案を作成し、全学的な協力のもと、指導・協

　　力者（以下、リーダーとする）を募る（可能であれば、リーダー候補者も交えて素

　　案を作成する）。

　③各活動メニューの素案、メンバー、リーダー候補者を検討し、実施の可否を決定す

　　る。

　④活動メニューの実施に必要なリーダーとして、本学教職員や地域住民等に文書によ

　　り活動への協力を依頼する。

　⑤申し込みを行った学生には実施が決定された活動メニューを通知し、全学的にも周

　　知する。

　⑤活動メニューの実施に必要な指導・協力者と、必要な場合は学生を交えて内容、目

　　標、予算等の計画を確認し、必要に応じて修正の上、活動メニューを実施する。

　⑦活動メ＝ューの実施にあたっては、各実施日の翌日までに活動報告を集約し、塾生

　　以外の学生や教職員、地域住民からの評価や苦情も受け付ける体制を整える。

　⑧進捗状況をはじめ、問題点や課題を随時把握し、必要に応じて対応する。

活動メニューの企画

　(内容､メンバー、

　　リーダー､予算)
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図２　活動メニューの設定から実施までの流れ
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顧問

塾長

　　　　　塾運営チームメンバー（平成20年1月11日現在）

＊＊　＊　フィールド教育研究センター　教授

＊＊　　＊（担当分野：統括、塾生募集）アグリビジネス学科　准教授

塾長補佐　＊＊　＊　（塾の管理運営、学生・教職員・地域住民との連絡調整、

　　　　　　　　　　学生支援事業の実施支援）　嘱託職員

副塾長

副塾員

塾推進員

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

庶務

＊

＊

＊

＊

＊

＊

(活動メニュー整備・企画、施設整備)アグリビジネス学科　准教授

(大学間ネットワーク、学生フォーラム、拠点整備、シンポジウム)

フィールド教育研究センター　准教授

(塾生募集)総合科学教育研究センター　教授

(塾生募集)応用生物科学科　教授

(塾生募集)生物生産科学科　助教

(塾生募集)生物環境科学科　准教授

(人間力向上評価)教務・学生チーム　シニアスタッフ

(広報・地域交流、書籍)アグリビジネス学科　椎教授

(予算作成一管理、拠点整備)アグリビジネス学科　准教授

(評価システム、報告書、書籍)アグリビジネス学科　椎教授

(サークル活動、大学間ネットワーク、学生フォーラム、シンポジウム)

アグリビジネス学科　准教授

＊＊　＊（塾の事務・経理、学生・教職員等との連絡調整、学生支援事業の

　　　　　実施支援）　嘱託職員

塾支援員

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

（木工関係メニュー）木材高度加工研究所　教授

（虫あそび関係メニュー）生物生産科学科　准教授

（魚関係メニュー）フィールド教育研究センター　教授

（食関係メニュー）アグリビジネス学科　教授

顧問～塾推道具が「塾支援具」を兼ねる場合かおる。

塾支援具が増えることが期待される。



これからの薫風･満天フィールド交流塾

　私の講義でのことですが、交流塾の活動に参加した学生の何人かで受講態度に変化がみ

られました。すなわち、目の輝きが、交流塾活動への参加の前後で変わりました（２名）。

また、いつも眠・ていた学生が、いくっかの活動への参加を経て、直近の講義ではとうと

う、最後まで起きて聴く上うになりました（１名瓦その上うな話を塾運営チームの先生

たちに話すと、皆さん「本当かな～？偶然じゃない｡」と、とりあ・てくれません。しか

し、先日行われた秋田県立大学ＦＤ講演会で、演者の大関邦夫・前弘前大学副学長は、「講

義外での学生との付き合い、そして、そこでの教員という立場を離れた生き様をみせるこ

とは、学生の講義や教員への意識を変化させると期待できる。また、学生に社会性を身に

つけさせる上でも重要である｡」と述べておられます。「感性」、「挑戦心ム「行動力」と

いうものを評価するのは容易ではないと思います。いろいろな手法を学び・使って学生の

諸能力を評価し、さらなる人間力の向上に生かしたいと考えております。

　ところで、平成20年度の「交流塾活動メニュー（案）」をみると、学生の塾への期待が

伝わってきます。私どもは、これらの活動メニューを行うなかで、いくつかのサークルが

誕生することを望んでいます。それらのサークルとは、例えばr農業生産と食に取り組む

サークル」、「自然を楽しむサークル」、「活動拠点作りに励むサークル」などです。そし

て、これらの塾生の力により、「交流塾まつり」や「全国農業学生フォーラム」などが開

催され、また活動成果の展示・公開をとおし、地域住民や社会との交流が進むことを期待

しています。

　学生がいっそう生き生きと輝くF交流塾」を、学生とともに創りあげたいと考えており

ます。

　皆さまのご指導、ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年２月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薫風・満天フィールド交流塾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾長　露崎　浩

３１
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